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1　 は じめに

　歴史的デ
ー

タ を活用する 上 で 、使われた測器や設

置場所等 の メ タ情報 は データ の 信頼度を 測 る た め の

有効な情報 とな る。気象庁 の 東京で の 気象観測の 起

源 とされ る内務省地理 寮が東京府第二大区溜池葵町

（現在港区虎ノ門二 丁 目）で 開始 し た観測に つ い て

前報 （2013 年秋季大会 D204 ）に 引 き続 き検討す る 。

2　 観測 地 点位置 ・設置環境 ・測 器

　前報で 、地理寮構内で の 観瀏地点 の 位置をほ ぼ特

定し敷地内の標高差約 20m の 傾斜地中間付近 の 幅

30m ほ どの 平坦 地に露場 が 置 か れ、東西両側 は高さ

約 10瓜 、勾配 45 度以 上 の 崖 と推定 し た が 、周 囲の 地

形や測器設置状況 の 当時の 詳細記述ω が 発見 され 、

こ の 推定が裏付 けられた。風速計 は 海 抜 18．4m の 露

場よ り 10．7m 高い 西側崖上 、 地上高 9．lm に設置さ

れ た 。 験電器も崖上 の 地上高 1L3m の 場所に設置さ

れ た 。 気圧 計 ・温度 計な ど主要測器 は英国カセ ラ社

製 で あ り、気圧計 ・温度計は英国 Kew　Observatory

の検査証が付され、温度計に つ い て は氷点検査 に よ

り示 度の 変化 を確認 して い た 。

3　 観測開始 日

　気象事業開始 を 1875 （明治 8）年 6 月 とす る嬲始

翌年 1876 （明治 9）年 の 公式記述 〔2）を発見 した。こ

れ まで 同時期 の 公式記述 は知 られ て い なか っ た。具

体的 日付 と し て は公式記録 で はない が 「6 月 5 日」

を開始 とす る 1882 （明治 15）年 の 記述（3〕が あ り、現

存す る観測デー
タも 6 月 5 日以降で ある（4）。気象記

念 日 として ！942 （昭和 17）年に制定 された 「6 月 1

日」 とい う日付 が初め て認められ るの は 1893 （明治

26 ）年 の シ カ ゴ 万 国博覧会 に 中央気 象台か ら出品 さ

れ た英語文献（5）で ある。地震 観測は 5月 15 日以後、

7A80 以前 の 開始 と観測デー
タか ら判断 され る。

空中電気観測は 1878 （明治 11）年 3A 開始 とす る当

時 の 記述が、初期 の 観測値 とともに見出 され た （り（6｝。

4 　観測時刻

　当初は 1 目 3 回 0930・1530・2130 （東京時）、1876

（明治 9＞年 IO月か ら 03・06・09・12・15・18・2i ・

24 時の 観測が追加、1878 （明治 ll）年か ら 0330の

観測 が追加 され て 、2 つ の 観測シ リ
ーズ が平行 して

実施 され 1880 （明治 13）年ま で続い た 。 0930…の 観

測 シ リーズ は 、英軍 施 設 で 通 常勤務時間 に 2 回 の 観

測が実施 で き る よう設定 され たもの （ηで あ る。 開始

期の観測を担当し たお 雇い英国人 Henry　Batson

Joynerが著 した 「測候論説 」 の 原文 （8）が初 めて 確認

され 、 Joynerが 第 1 回 国際気象会議 （1873 年ウィ
ー

ン ）議定書（9）を参照 し て い た こ とが判 明 し た a こ こ

で決定された半旬統計を採用 した観測表 （海外 へ も ・

配布 され た）な ど議定書に 配慮があ る
一

方、観測時

刻は国際的で ない もの が当初採用され対照的で あ る 。

5 　他 の 観測 の 比較調査

　 国家機関 と し て 内務省よ り早 く 開始 （1873 （明治

5）年 ・函館）され、そ の 後国家気象事業に組み入れ

られ た開拓使 の 気象観測、わが国におい て初 め て 近

代気象観測専用 の 施設 と して 、か つ 日本人単独 で 整

備 された （1878 （明治 11）年）長崎に つ い て も平行

して 調査 を進 めて い る。例 として、当初の 温度計地

上高 は 東京 ・長崎 が 1．lm、函館が 1．2m で あ り、現

在 の 1．5m と異な る 。 当時 の 記述か ら 、
「百葉箱」 の

語 は
”double　louvre　boarded　box”とい う英語表現を直

訳 した 「二 重百葉窓の 箱」 が縮め て 呼ばれ るよ うに

な っ たと推察 され た e 長崎測候所 の 配 置図
・庁舎図

面を掲載 した文献〔10）が発見 され、これ は わが国で の

こ の 種 の 記録 と して 最 も早 い もの と な る 。

6 　 おわ りに

　前報以後、気象観測原資料をは じ め多くの
一
次資

史料 の 存在が 確認 され た 。 従来ほ と ん ど二 次資料の

み に よ っ て い た メ タ情報記述の 更新が期待で き る 。
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